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水島港セミナーを東京で開催

写真／水島港セミナー会場の様子



水島港セミナー開催報告
東
京
で
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー
開
催
!!　
〜
最
寄
り
港
利
用
の
利
点
を
Ｐ
Ｒ
〜

企業プレゼン・ナカシマプロペラ㈱倉敷市出展ブース／特産品

倉敷市出展ブース／人気の地酒

レセプション会場の様子

知事のセミナー開会挨拶

水島港国際物流センター㈱ 中谷社長挨拶 レセプション 知事挨拶

　

平
成
28
年
３
月
16
日
、
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
第
19
回
目
と
な
る
今
回
は
、
約
１
１
０
の
企
業
・

団
体
か
ら
２
６
０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
の
東
海

大
学
校
友
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
開
会
に
当
た
り
主
催
者
を
代
表
し

て
、
伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知
事
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
長
）

が
、
国
際
拠
点
港
湾
水
島
港
の
最
新
状
況
や
最
近

の
取
り
組
み
、
水
島
港
の
利
便
性
な
ど
投
資
意
欲
を

引
き
出
す
話
題
を
首
都
圏
の
荷
主
、
船
会
社
、
物
流

企
業
等
か
ら
の
参
加
者
に
伝
え
、
水
島
港
の
更
な
る

利
用
を
促
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
全
国
有
数
の
水
島
臨
海
工
業
地
帯
の
海

上
物
流
の
玄
関
口
と
し
て
、
水
島
港
は
岡
山
県
の
産

業
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
港
で
あ
り
、
国
際
拠
点
港

湾
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
全
国
第
７
位
の
取
扱

貨
物
量
を
有
す
る
水
島
港
の
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
さ
を
参
加
者
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
。
事
業

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
投
資
意
欲

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
さ
ず
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
水
島
港
の
一
層
の
機
能
強

化
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
皆
様
に
そ
の
魅
力
を
お

伝
え
す
る
こ
と
で
、
投
資
促
進
、
企
業
誘
致
を
実
現

し
た
い
。
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
水
島
港
の
最
新
状

況
を
理
解
し
て
頂
き
、
一
層
の
利
活
用
の
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
伊
原
木
知
事
が
『
晴
れ
の
国
の
み

な
と
”水

島
港
“
』
と
題
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
水
島
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し

て
、
「
高
速
道
路
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
位
置
」
、
「
中
四

国
地
方
最
多
の
倉
庫
面
積
」
、
「
年
間
の
降
雨
日
が

少
な
く
安
定
し
た
荷
役
が
可
能
な
晴
れ
の
国
」
、
「
地

震
等
災
害
発
生
が
少
な
く
操
業
停
止
リ
ス
ク
が
低

い
」
、
「
２
時
間
圏
域
の
人
口
約
１
６
４
０
万
人
」
、
「
人

材
確
保
に
有
利
な
教
育
県
」
、
「
外
貿
定
期
航
路
が

デ
イ
リ
ー
で
利
用
可
能
」
な
ど
に
加
え
、
全
国
有
数

の
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
背
後
圏
に
有
す
る
優
位
性

を
伝
え
ま
し
た
。

　

次
に
、
水
島
港
の
現
状
と
機
能
強
化
へ
の
取
組
と
し

て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

が
進
み
、
水
深
12
ｍ
耐
震
強
化
岸
壁
を
含
む
３
バ
ー

ス
に
は
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
３
基
を
配
備
し
、
コ
ン
テ

ナ
船
３
船
同
時
荷
役
が
可
能
な
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
面
で
は
全
国
初
の
港
湾
運
営
会
社
に
よ

る
効
率
的
な
運
営
を
始
め
て
い
る
こ
と
、
特
区
認
定

に
よ
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
な
し
で
の
走
行
が
可
能
と

な
り
、
三
菱
自
動
車
工
業
㈱
水
島
製
作
所
を
中
心

と
す
る
「
中
四
国
の
完
成
自
動
車
配
送
拠
点
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
新
情
報
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
関
連
企
業
の
立
地
が
決

定
し
、
西
日
本
の
飼
料
穀
物
基
地
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
、
一
層

効
率
的
な
荷
役
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
４
号

埠
頭
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
６
号
埠
頭
に
移
設
し

４
機
体
制
と
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
物
流
拠
点
の
玉
島
地
区
と
生
産
拠
点
の

水
島
地
区
を
結
ぶ
新
高
梁
川
橋
梁
が
平
成
28
年
度

末
の
供
用
開
始
予
定
で
あ
り
、
両
地
区
の
移
動
時
間

短
縮
と
物
流
コ
ス
ト
削
減
の
効
果
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

伊
原
木
知
事
は
、
こ
う
し
た
水
島
港
の
利
便
性
向

上
を
示
し
た
う
え
で
、
水
島
港
利
用
率
が
３
割
程
度

に
と
ど
ま
る
岡
山
県
内
の
輸
出
入
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の

現
状
に
つ
い
て
、
最
寄
り
の
水
島
港
利
用
と
す
る
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
岡
山
県
内
の
輸
出
入
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の
輸
送
コ
ス
ト
が
、
「
輸
送
コ
ス
ト
の
う
ち
、
高
い
の

は
陸
送
費
用
だ
。
水
島
港
を
利
用
す
れ
ば
、
神
戸
港

を
利
用
す
る
場
合
と
比
較
し
て
、
海
上
運
賃
は
割
高

に
な
る
も
の
の
、
目
的
地
に
よ
っ
て
は
陸
送
費
用
を
削

減
で
き
、
安
く
な
る
場
合
が
あ
る
。
ぜ
ひ
再
検
討
し
、

試
算
と
比
較
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
述
べ
、
輸
出
で

65
％
、
輸
入
で
63
％
が
阪
神
港
を
利
用
し
て
い
る
コ
ン

テ
ナ
貨
物
の
水
島
港
利
用
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
船
舶
用
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
で
は
国
内
で
７
割

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
株
式
会
社
製
造

本
部
玉
島
工
場
の
伊
東
閑
雄
次
長
が
、
『
玉
島
ハ
ー

バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
世
界
の
海
へ
』
と
題
し
て
講
演

を
行
い
、
会
社
の
事
業
内
容
の
説
明
に
加
え
、
同
社

が
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
内
へ
の
立
地
を
決
断
し

た
経
緯
と
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。
伊
東
次
長
に
よ

れ
ば
、
製
品
を
す
ぐ
に
出
荷
で
き
る
こ
と
な
ど
水
島

港
の
物
流
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
に
着
目
し
た
こ
と
が

進
出
の
決
め
手
に
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
製
品
の
出
荷
風
景
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
上
映

は
参
加
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
プ
ロ
ペ
ラ
が
工
場

か
ら
岸
壁
ま
で
運
ば
れ
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
で
吊

り
上
げ
ら
れ
船
積
み
さ
れ
る
珍
し
い
光
景
で
す
。
そ

の
中
で
は
、
特
に
重
量
物
の
荷
役
の
た
め
の
ガ
ン
ト

リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
多
く
は
、
続
い
て
開
催
さ
れ
た

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

会
場
一
杯
の
参
加
者
を
前
に
伊
原
木
知
事
は
「
水

島
港
の
現
状
に
つ
い
て
先
程
ご
説
明
し
た
が
、
今
度

は
地
元
倉
敷
の
特
産
品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
、
挨
拶
は
簡
潔
に
済
ま
せ
な
が
ら
も
、
Ｊ
Ｒ

新
橋
駅
前
に
開
設
し
２
年
目
を
迎
え
た
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
と
っ
と
り
お
か
や
ま
新
橋
館
」
で
手
に
入
る

こ
と
を
説
明
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー(

株)

中
谷
庄

吉
社
長
の
乾
杯
発
声
に
よ
り
賑
や
か
に
会
は
始
ま
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
、
阿
部
俊
子

衆
議
院
議
員
、
池
田
道
孝
衆
議
院
議
員
、
加
藤
勝
信

衆
議
院
議
員
、
橋
本
岳
衆
議
院
議
員
、
山
下
貴
司

衆
議
院
議
員
、
石
井
正
弘
参
議
院
議
員
、
谷
合
正
明

参
議
院
議
員
、
神
宝
謙
一
岡
山
県
議
会
議
員
、

中
塚
周
一
岡
山
県
議
会
議
員
の
皆
様
に
ご
挨
拶
を

頂
き
な
が
ら
、
水
島
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
多
く
の
関
係
者
が
情
報
や
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
村
瀨
勇
人
水
島
港
運
協
会
会
長
の
挨
拶

で
締
め
く
く
り
、
盛
会
裡
に
会
合
を
終
え
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
展
示
し
た
倉
敷
の
特
産
品

は
、
倉
敷
張
子
、
花
筵
を
は
じ
め
、
デ
ニ
ム
生
地
の

ポ
ー
チ
な
ど
で
、
知
事
の
説
明
の
と
お
り
、
岡
山
県

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
っ
と
り
お
か
や
ま
新
橋
館
」
に

取
り
揃
え
て
あ
り
ま
す
。

　

提
供
品
の
う
ち
、
何
よ
り
喜
ば
れ
た
の
が
地
酒
と

お
菓
子
で
し
た
。
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
し
た
が
、
あ
っ

と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

水島港運協会 村瀨会長挨拶



TOPICS

　

平
成
28
年
４
月
22
日
、
メ
ル
パ
ル
ク
岡
山
に
お
い
て
、

（一
社
）
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
（
会
長
：
田
中

信
行
）
が
県
内
の
会
員
企
業
等
に
呼
び
か
け
て
設

立
さ
れ
た
県
産
材
販
路
拡
大
推
進
協
議
会
（
会

長
：
豆
原
直
行
）
に
よ
る
「
岡
山
県
産
材
販
路
推

進
協
議
会
（
第
１
回
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
協
議
会
は
国
内
外
へ
の
県
産
材
の
販
路
拡
大
に

関
す
る
情
報
収
集
や
手
段
の
検
討
を
行
う
た

め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
に
よ
り
実
際
に
木
材
の

流
通
に
関
わ
っ
て
い
る
バ
イ
ヤ
ー
や
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
等
と
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
協
議
会
参
加
５
企
業
が
、
２
月
に
韓
国

で
行
わ
れ
た
住
宅
展
示
会
に
出
展
し
、
現
地
で

人
気
の
ヒ
ノ
キ
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
体
験
報
告

や
今
年
度
行
う
中
国
、
韓
国
展
示
会
出
展
の
可

否
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
は
、
林
産
品
貨
物
取
扱
量
拡
大
を
目

指
し
、
こ
の
機
会
を
お
借
り
し
、
木
材
組
合
関
係

者
の
方
々
へ
の
水

島
港
の
Ｐ
Ｒ
と
し

て
、
最
新
の
水
島

港
の
貨
物
取
扱

状
況
や
定
期
コ
ン

テ
ナ
航
路
・
便
数

及
び
県
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
制
度
に

つ
い
て
説
明
し
、

利
用
促
進
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

【
港
湾
統
計
〜
デ
ー
タ
か
ら
み
る
水
島
港
の
い
ま
】

岡山県産材販路推進協議会において水島港のポートセールス
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水島港取扱貨物量の推移

　

平
成

27
年
の
水
島
港
の
総
取
扱
貨

物
量
速
報
値
は
、
前
年
の
９
，０
０
０
万

ト
ン
と
比
べ
て
６
０
０
万
ト
ン
少
な
い
、

８
，４
０
０
万
ト
ン
で
し
た
。
品
目
と
し

て
は
、
原
油
や
鉄
鉱
石
な
ど
の
輸
入

減
少
の
影
響
が
大
き
く
、
３
年
ぶ
り

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
総
取
扱
貨
物
量
８
，
４
０
０
万
ト

ン
は
、
昨
年
の
貨
物
量
見
合
い
で
、
全

国
第

10
位
と
な
る
高
水
準
で
、
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
状
況
で
す
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、
昨
年
も
水
島

港
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
島
港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取

扱
量
（速
報
値
）は
、
16
万
６
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ

と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
外

貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
が
好
調
で
過
去
最

高
と
な
る
12
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
、
３
年
連
続

で
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
減
少
傾

向
に
あ
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
貨
物
と
内
貿

貨
物
を
外
貿
貨
物
が
底
上
げ
し
た
形

と
な
り
、
全
体
と
し
て
も
若
干
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
、
東
京
セ
ミ
ナ
ー
を
初
め
と
し
た

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
や
、
新
た
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
構
築
な
ど
も
視
野

に
入
れ
、
水
島
港
の
振
興
に
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様

に
は
、
ま
す
ま
す
の
水
島
港
の
ご
利

用
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
取
扱
量
の
増
加
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

（
岡
山
県
港
湾
課
）



玉島ＨＩの防災対策

高梁川総合水防演習・倒壊防止のためのコンテナ固定作業高梁川総合水防演習・ガントリークレーンの固定ピン下げ作業

災
害
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　

晴
れ
の
国
岡
山
県
は
、
災
害
が
少
な
い
県

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
直
撃
が
少
な
く
、
ま
た
、
県
内
に

活
断
層
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
直
下

型
地
震
の
発
生
の
可
能
性
が
極
め
て
少
な
い

地
盤
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

で
の
操
業
、
水
島
港
で
の
荷
役
等
も
天
候
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
、
安
定
し
た

操
業
が
で
き
る
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
う
た
い
文

句
で
す
。

　

と
は
い
え
、
東
日
本
大
震
災
や
、
先
日
の

熊
本
地
震
の
よ
う
に
、
災
害
が
突
然
に
襲
い

か
か
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
日

本
の
国
土
は
地
震
や
台
風
襲
来
に
よ
る
風

水
害
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
ク
ラ
ス
と
予
測
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
今
後
30
年
間
に
発
生
す
る

確
率
が
70
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
高
く
、
特
に

沿
岸
部
の
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
玉
島
ハ
ー

バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
等
は
、
埋
立
地
で
あ
る
た

め
、
地
震
発
生
の
際
に
は
液
状
化
現
象
が
発

生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津
波

に
よ
る
被
害
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
台
風
襲

来
時
に
は
高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

　

玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
災
害
対
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

現
状
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
防
災
設
備・耐
震
化
整
備
の
状
況

・
６
号
埠
頭　

耐
震
強
化
岸
壁

　

耐
震
性
能
の
高
い
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
災

害
発
生
時
に
は
直
後
に
緊
急
支
援
物
資
の

受
け
入
れ
や
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
貨

物
・
資
材
の
輸
送
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
大
規
模
災
害
に
対
す
る
地
域
の

災
害
対
応
力
の
強
化
を
裏
付
け
る
も
の
で

す
。

・
臨
港
道
路
（
新
高
梁
川
橋
梁
）

　

平
成
28
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
臨
港
道
路
（
新
高
梁
川

橋
梁
）
も
耐
震
性
能
の
高
い
設
計
に
よ
り
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

完
成
時
に
は
、
災
害
発
生
時
の
物
流
機
能

を
確
保
し
、
経
済
活
動
を
支
え
る
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
国
際
拠
点
港
湾
水
島
港
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
状
況

　

港
湾
施
設
の
被
災
に
よ
る
海
上
輸
送
機
能

の
喪
失
や
低
下
は
、
県
内
経
済
産
業
活
動

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
県
民
生
活
に
も

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
被
害
を
防

ぐ
努
力
と
と
も
に
、
被
災
時
の
機
能
確
保
、

迅
速
な
復
旧
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

皆
様
の
事
業
所
に
お
い
て
も
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ

い
て
検
討
、
整
理
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

※
Ｂ
Ｃ
Ｐ
はB

u
sin

e
ss C

o
n
tin

u
ity

 P
la

n

の
略

で
、
災
害
や
事
故
な
ど
不
測
の
事
態
を
想
定
し

て
、
事
業
継
続
の
視
点
か
ら
望
ま
し
い
対
応
策
を

ま
と
め
た
も
の
。
災
害
に
よ
る
重
要
業
務
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
、
ま
た
、
仮
に
中
断
し
て
も

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
復
旧
・
再
開
で
き
る
よ
う

に
あ
ら
か
じ
め
策
定
し
て
お
く
も
の
で
す
。

○
防
災
へ
の
取
組
み

　

５
月
28
日
、国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
、

岡
山
県
ほ
か
高
梁
川
流
域
市
町
の
主
催
に

よ
り
高
梁
川
総
合
水
防
演
習
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
会
場
は
総
社
市
内
の
高
梁
川
左
岸
河

川
敷
で
す
が
、
同
時
に
水
島
港
に
お
い
て
も

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

水
門
・
陸
閘
の
閉
鎖
、
航
路
啓
開
作
業
の

ほ
か
、
適
切
な
時
期
で
の
住
民
へ
の
情
報
伝

達
な
ど
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン※

に
沿
っ
た
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
水
島
港
沖
で
の
海
面
清
掃
船
に
よ

る
航
路
啓
開
の
た
め
の
漂
流
物
回
収
作
業
の

様
子
を
ラ
イ
ブ
中
継
し
、
主
会
場
の
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
な
ど
、
災
害
発
生
時

の
港
の
機
能
維
持
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

水
島
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い

て
は
、
暴
風
雨
に
よ
る
被
害
の
発
生
を
想
定

し
て
、
積
み
上
げ
た
コ
ン
テ
ナ
の
崩
壊
や
荷
役

機
械
の
逸
走
を
防
止
す
る
た
め
、
固
定
作
業

等
の
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
水
防
演
習
で
は
、
災
害
時
の
港
湾

施
設
の
機
能
の
維
持
と
回
復
の
必
要
性
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の
啓
発
と

危
険
予
知
の
必
要
性
な
ど
を
改
め
て
確
認

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

※

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は

　

災
害
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
市
町
村
や
防
災

関
係
機
関
が
取
る
べ
き
行
動
計
画
を
時
間
軸
に

沿
っ
て
定
め
た
防
災
行
動
計
画
で
す
。
い
つ
、
誰

が
、
何
を
、
ど
う
す
る
か
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

　

こ
れ
を
事
前
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
、
災
害

発
生
時
に
慌
て
る
こ
と
な
く
、
目
的
意
識
を
持
っ

て
、
行
政
、
防
災
組
織
、
住
民
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
震
や
津
波
は
自
然
現

象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
確
実
性
を
伴
う
も

の
で
す
。
現
在
の
科
学
的
知
見
に
は
限
界
が

あ
り
、
発
生
を
確
実
に
予
測
す
る
こ
と
で
き

ま
せ
ん
し
、
ま
し
て
や
発
生
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
災
害
に
よ
る
被

害
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
日
頃
か
ら
防
災
の
た
め
の
意
識
を
持
つ
こ

と
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
て

訓
練
の
実
施
や
災
害
用
品
の
備
蓄
を
行
う

こ
と
等
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
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水島港港湾ＢＣＰ（事業継続計画）の策定について　

　

平
成
27
年
12
月
22
日
、
水
島
愛
あ
い
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
関
係
事
業
者
団
体
、
建
設
業
団
体
、

行
政
機
関
で
構
成
す
る
第
１
回
水
島
港
Ｂ
Ｃ
Ｐ
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と

は
事
業
継
続
計
画
（Bu

sin
ess C

o
n
tin

u
ity P

lan

）
の
こ
と
で
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
も
、

当
該
港
湾
の
重
要
機
能
が
最
低
限
維
持
で
き
る
よ
う
、
災
害
発
生
後
に
行
う
具
体
的
な
対
応

（
対
応
計
画
）
と
、
平
時
に
行
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
）
等
を
示
し
た
文
書

の
こ
と
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
14
日
以
降
、
震
度
７
を
２
回
も
観
測
し
た
熊
本
地
震
は
被
災
地
に
大
き
な

傷
跡
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
岡
山
県
で
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
災
害

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
の
中
、
水
島
港
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
県
民
生
活
や
各
産
業
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
必
要

が
あ
る
重
要
機
能
と
し
て
、
緊
急
・
救
援
物
資
輸
送
、
燃
料
輸
送
等
を
想
定
し
、
発
災
後
も
港

湾
機
能
を
最
低
限
継
続
し
、
重
要
機
能
を
中
心
に
早
期
復
旧
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
議

論
を
重
ね
、
平
成
28
年
度
末
ま
で
に
水
島
港
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今号の表紙 260名を超える聴衆を前に、伊原木岡山県知事が水島港の利用促進を訴えました。

港湾BCPのイメージ

港湾BCPの効果（概念図）

港湾BCPの構成

◎連絡手段の二重化
◎備蓄品の充実
◎教育・訓練 など

◎航路啓開等の応急復旧対策
◎被災施設の復旧策・代替策の検討
◎緊急支援物資の受け入れ など

◎被災施設の復旧策・代替策の実施
◎関係者における情報共有
◎対外的な広報活動 など

出典：国土交通省港湾局HP

出典：国土交通省港湾局HP

出典：国土交通省港湾局HP

時間

時間

対応計画マネジメント計画

事前対策 初動対応 事業継続対応
約1週間 数週間から数ヶ月

分析・検討（影響度分析・リスク分析など）

実施体制

対応計画

マネジメント計画

基本方針港
湾
の
事
業
継
続
計
画（
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

発災後も港湾機能を
最低限継続

重要機能を中心に
早期機能復旧

初動対応（非常参集・対策本部など）

機能継続に関する対応（代替案・復旧策など）

緊急輸送対応（緊急物資・人員受入れなど）

事前対策の実施計画（備蓄品など）

教育・訓練の実施計画（開催頻度など）

見直し・改善の実施計画（検討方法など）

※緊急時の様々な
　具体的対応を
　時系列に沿って
　計画

※各マネジメント活動
　について作成。
　平時に実施する
　活動内容を計画

発災

100%

港湾BCPなし港湾BCPあり

発災
港
湾
機
能（
取
扱
能
力
）
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